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足利大学は
編入・転入学生のキャリア・アップを応援します

足利大学
学長　末武 義崇
Yoshitaka　Suetake
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工学部

　今までの学生生活を生かして、本学に編入あるいは転入を希
望されている皆さん、足利大学は皆さんが抱いている大きな夢
の実現に積極的に協力致します。

　本学への編入・転入を希望される方には、基本的に3年次へ
の編入・転入を目指していただいております。本学では、サマース
クールやスプリングスクールなど、長期休業中の学習支援の機
会を提供するなど、きめ細かな指導により、2年間で学士（工
学）を取得できる道を用意しております。一方で、1・2 年次に配
置されている教養科目の単位取得に不安のある編入希望の方、
あるいは留学希望の方も少なくないと思います。こうした希望者
のために慎重に単位認定を行うことで、本人の考えを確認しな
がら編入・転入の年次を確定し、編転入後の順調な学びに繋が
るよう配慮しております。

　また本学の建学の精神である、聖徳太子が制定した「十七条
の憲法」の第一条に示されている「和を以って貴しと為す」、す
なわち「和」の精神を基本として「心あるエンジニア」の育成を
目指しています。人と人との和、人と自然の和、これらの調和な
くして、これからのものづくりを語ることはできません。どれだ
け相手の視点に立って物事を考えることができるか、どれだけ
自然環境、社会環境の調和を保てるか。こうしたことが、SDGsの
達成に貢献する現代のエンジニアに求められている資質です。

　本学は、以上のようなSDGsに寄与する「心あるエンジニア」
の育成を目的として、チャレンジ精神旺盛な皆さんの入学をお待
ちしております。そして皆さんの夢の実現のために、その未来を
全力でバックアップします。

工学部

編入学・
転入学案内
卒業単位数の半分、最大62単位の認定も可能です。

募集
要項



10．入学許可
入学手続が確認されしだい、入学許可書を送付します。

　　※納入金返還方式による入学辞退
入学手続き完了者が、2026年３月31日㈫正午までに入学辞退届を提出した場合は、入学金
を除くすべての納入金を返還します。次の提出書類を整えて郵送（書留）するか持参してく
ださい。郵送する場合は、締め切り日を充分考慮の上発送してください。入学手続き書類は
返還しません。
入学辞退届の受理後、納入金の返還までに約 2週間かかりますのでご了承ください。

提出書類：1．入学許可書
　　　　　2．入学辞退届

検索サイトより「足利大学　辞退届」を検索し様式をダウンロードしていただくか、
必要事項（下記）をA4用紙に明記してください。
辞退届記入日を用紙右上に記入。辞退者・保証人（保護者）連署押印の上、
辞退の意志と辞退理由を明記してください。また、返還は銀行振込で行い
ますので、銀行名・支店名・講座種別・口座番号・口座名義（フリガナ付記）
を明記してください。

　　　　　3．通帳の写し（フリガナ・支店・口座番号が記入されてある頁）

提出先：足利大学　大前キャンパス　アドミッションセンター
　　　　〒326－8558　栃木県足利市大前町268－1
　　　　　　0120－62－9980（直通）　　ＦＡＸ. 0284－62－5009

2．出願資格
⑴　編入学
①　大学・短期大学若しくは高等専門学校の既卒者、または2026年３月卒業見込者
②　高等学校を卒業し、文部科学大臣の定める基準を満たす専修学校の専門課程を修了ま
たは修了見込みの者。ただし、専修学校の修業年限が2年以上で専門課程の総授業時
間数が1,700時間以上であること。
③　その他、上記①、②と同等の学力があると認められる者
⑵　転入学
　他の大学に在籍し、本学へ転入学を志す者
⑶　留学生の編入学
国内外において日本語を習得し、日本語で授業を受けることが可能な者で、日本の国籍を
有せず、出入国管理及び難民認定法において、大学入学に支障のない在留資格「留学」を
有する者、または、「留学」に合格後変更が出来る者で次の①の条件を満たし、②～④の
いずれかに該当する者とする。
①　日本留学試験を受験した者、あるいは日本語能力試験N２以上を取得している者
②　外国において、14年以上の学校教育（中等教育を修了している要件を含む）を修了し
ている者
③　日本国内において大学、短期大学若しくは高等専門学校の既卒者、または2026年
3月卒業見込者

④　文部科学大臣の定める基準を満たす専修学校の専門課程を修了または修了見込みの
者。ただし、専修学校の修業年限が2年以上で専門課程の総授業時間数が1,700時間以
上であること。

⑷　留学生の転入学
　現在日本国内の他大学に在籍し、本学へ転入学を志す者

3．選考方法
　　　書類審査、面接試験

4．検定料
　　　30,000円

5．単位認定と入学年次
編入学は、出身学校で修得した単位および学習内容等を審査し、工学系からの入試志願者に
は卒業要件の半分になる最大62単位を認定し、入学年次は 3年次を原則とします。
非工学系出身であってもできるだけ学習内容や学習歴を精査して単位を認定しますが、認定
単位数によっては 2年次になることもあります。
転入学は、出身学校で修得した単位および学習内容等を審査し、認定単位数および年次が決
定されます。

9．合格発表および入学時納付金
合格者には、合格通知とともに入学手続に必要な書類を郵送します。
納付金は、入学する学年により異なりますが、概ね入学時には次の金額が見込まれます。
詳細は合格通知書送付時にお知らせします。
私費留学生の半期の授業料は一般学生の授業料630,000円から210,000円減免され420,000円
となります。
減免制度については出席状況・成績などで判断され、適用にならない場合があります。

8．出願上の注意
・出願書類は、一括して封筒に入れ、編入学・転入学の別を○で囲んでください。書類を封
筒に入れる際、封筒にあるチェック欄の記入も忘れないようにしてください。
・一度受理した出願書類および検定料は、いかなる場合も返還しません。
・出願書類に不備・不足がある場合、出願を受け付けないことがあります。
※留学生は各書類の日本語訳を必ず添付してください。シラバスに関しても日本語訳を添付
してください。
・シラバス、成績証明書は単位認定をするうえで必ず必要になります。不足がないよう確認
してください。
※成績証明書はあってもシラバスで内容が確認できない場合、単位認定できない場合があります。

2026年度　編入・転入学生募集要項
1．募集分野・コースおよび募集人員

6．出願から入学手続までの日程・手順
日　程

手　順
出　　 　願：検定料を払いこみ、志願票に必要事項を記入のうえ提出書類とともに郵送等で提出。

合 格 発 表：12月19日㈮にホームページで発表。
※学内掲示による合格発表は行いません。また、電話による問い合わせは、受験生本人であることが確認できないため、
　いかなる理由があろうとも一切応じません。

試　験　日：12月13日㈯に足利大学大前キャンパス会場で面接試験の実施。
集 合 時 間：9：30　　 試 験 開 始：10：00～

入 学 手 続：2025年12月22日㈪～2026年1月16日㈮に入学金・授業料を納め、手続書類を提出。

2025年11月18日㈫～12月２日㈫ 12月22日㈪～１月16日㈮12月13日㈯ 12月19日㈮
出願期間 試験日 合格発表 入学手続期間

機 械 分 野

電 気 電 子 分 野

システム情報分野

建築・土木分野

機械工学コース
自然エネルギーコース
電気電子工学コース
情報デザインコース
ＡＩシステムコース
建築学コース
土木工学コース

若干名

募集人員コ　ー　ス分　　　野

学費（ 3年次編入の場合） ※留学生の学費は減免制度が適用された場合です。

入学時納入金（ 3年次編入の場合） ○一般学生：815,000円　＊前期納入分
 ○留 学 生：555,000円　＊前期納入分

  一般学生 留 学 生  
  入学時納入金 後期納入金（ 9月） 入学時納入金 後期納入金（ 9月）
 入 学 金  135,000円   135,000円 
 授 業 料  630,000円（前期分） 630,000円（後期分） 420,000円（前期分） 420,000円（後期分）
 同窓会費 10,000円   
 （準会員）    
 学生会費 15,000円（ 2ヵ年分）   
 後援会費 25,000円（ 1ヵ年分）   
 小　　計 815,000円 630,000円 555,000円 420,000円
 ※初年度    
 学費合計 1,445,000円 975,000円

＊シラバスは、出身学校が作成するもので、講義内容ができるだけ具体的に分かるものです。
　教科書や参考書、テキスト名、その一部コピーなどがある場合は、それらも添えてください。

7．提出書類

全ての受験生が
提出する書類

留学生はこれら
の書類も提出し
てください。

書　　類　　名 内　　　　　　　　容 備　　　　考
志 願 票

成 績 証 明 書

※ シ ラ バ ス
履 修 届 一 覧 表

卒業（見込）証明書

修了（見込）証明書
払込受付証明書

出席状況調査票

日本留学試験に
関 す る 書 類
日本語能力試験に
関 す る 書 類
在留カードのコピー

パスポートのコピー

経 費 支 弁 書

本学所定のもの 
出身学校所定の用紙で厳封されたもの 
※留学生については日本語訳をつけること
講義内容、単位数が記載されたもの（コピーでも可）
令和7年度後期履修科目、単位数が記載されたもの（コピーでも可）
出身学校所定の用紙（転入学者は除く）
※留学生については日本語訳をつけること
出身学校所定の用紙 
検定料収納印が押されたもの（本学所定用紙） 
在籍している日本語学校・専門学校等が発行したもの
※受験時の出席率を原則85％以上とする（ただし85%に達しない者
については在籍学校からの理由書を提出すること）

日本留学試験を受験しているものは成績通知書のコピー

日本語能力試験Ｎ2以上を取得しているものは合格書のコピー

在留カードの表面と裏面のコピー
氏名・旅券番号欄が記載されているページのコピーおよび在留期間
が記載されているページのコピー
本学所定のもの 


